
【サイエンスホール 10：35～11：20】 

組織ラボの経営 

歯科医療における補綴を支える歯科技工は，従来から労働環境の改善は課題の１つである．歯科技
工所の形態としては，約 8割を占める“歯科技工士が 1人の歯科技工所”から“複数の歯科技工士が在
籍する組織ラボ”と，雇用も含めてさまざまである．昨今，少子化と共に歯科技工士の成り手も少な
くなり将来的な供給が危惧されている．かたや需要は高齢化により 2040 年ごろまで歯科技工製品を
必要とする高齢者人口は増加する傾向にある．国民の歯科医療を守るためにも労働環境の改善は急
務であり，日本歯科技工所協会西支部メンバーが取り組んでいる 3つの事例を供覧し，これからの
歯科技工界の一助となれば幸いである． 

１．歯科技工士と労働環境 －労働基準監督署の是正勧告を経て－
（株）フジ.デンタルラボ 代表取締役 藤井 悠介 

【略歴】
2006 年 東洋大学経営学部 卒業 
2007 年 若越印刷（株） 入社 
2008 年 若越印刷（株） 退職 
2008 年 （株）フジ．デンタルラボ 入社 
2011 年 同社 取締役 就任 
2018 年 同社 代表取締役 就任 

２．値決めは経営！！どうやって価格を決めていますか？ 
知っておきたい経営の基礎知識 
（株）シケン 代表取締役社長 島 隆寛 

【略歴】 
1999 年 早稲田大学法学部 卒業  
1999 年 第一勧業銀行（現みずほ銀行） 入行 
2001 年 同行 退職  
2001 年 （株）シケン 入社 取締役就任 
2002 年 同社 常務取締役 就任  
2003 年 同社 代表取締役社長 就任  
2003 年 （株）クエスト 代表取締役社長 就任  
2022 年 （一社）日本歯科技工所協会 本部経営理事 就任 

藤井 悠介 島 隆寛 和田 主実

日本歯科技工所協会 西支部



３．組織ラボにおける歯科技工士の離職率
和田精密歯研（株）代表取締役社長 和田 主実 

【略歴】
1986 年 行岡医学技術専門学校歯科技工科 卒業 
1987 年 関西大学社会学部 卒業 
1988 年 和田精密歯研（株） 入社 
1989 年～1990 年 上海第二医科大学(現上海交通大学) 

口腔医学院 研修 
2007 年 和田精密歯研（株） 代表取締役社長 就任 


